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特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成22年11月２日開催の取締役会におきまして、下記のとおり決議しましたのでお知らせいたし

ます。 

 

１．特別損失の計上について 

平成23年３月期第２四半期において、当社は以下の通り連結及び個別で特別損失を計上いたします。 

① 固定資産の減損損失 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社保有の校舎設備について減損処理を行い、特別損

失1,987百万円を計上します。 

② 貸倒引当金繰入額 

転換社債の売却債権に対し、引当金の積み増しを行い、特別損失107百万円を計上します。 

 

２．業績予想の修正について 

平成23年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成22年４月１日～平成22年９月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株当たり

四半期純利益

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）   

百万円

6,250

百万円

△100

百万円

△140

百万円 

△473 

円 銭

△70.49

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）   5,939 △407 △442 △2,487 △370.75

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）   △310 △307 △302 △2,014 

増  減  率 （  ％  ）   △5.0 － － － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22 年３月期第２四半期） 
6,205 △354 △384 △288 △43.01

 

平成23年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１株当たり

当 期 純 利 益

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）   

百万円

13,700

百万円

885

百万円

795

百万円 

50 

円 銭

7.45

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）   13,290 575 500 △2,025 △301.79

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）   △410 △310 △295 △2,075 

増  減  率 （  ％  ）   △3.0 △35.0 △37.1 － 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 2 年 ３ 月 期 ） 
13,617 566 498 158 23.57
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平成23年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年４月１日～平成22年９月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株当たり

四半期純利益

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）   

百万円

6,000

百万円

△60

百万円

△95

百万円 

△427 

円 銭

△63.63

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）   5,660 △363 △393 △2,438 △363.47

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）   △339 △303 △298 △2,011 

増  減  率 （  ％  ）   △5.7 － － － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22 年３月期第２四半期） 
5,948 △319 △345 △249 △37.10

 

平成23年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１株当たり

当 期 純 利 益

 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）   

百万円

13,100

百万円

900

百万円

820

百万円 

85 

円 銭

12.66

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ）   12,670 590 530 △1,995 △297.32

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ）   △430 △310 △290 △2,080 

増  減  率 （  ％  ）   △3.3 △34.4 △35.4 － 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 平 成 2 2 年 ３ 月 期 ） 
13,047 584 523 202 30.24

 

３．修正の理由 

（連結業績予想の修正理由） 

   国内経済の落ち込みにより個人消費が低迷しております。学校外教育費におきましても雇用不安の影響

により負担感が増しており、学習塾・予備校業界は厳しい経営環境となっております。 

   当社グループにおきましては、教育サービスのクオリティをより一層高めることに加え新しい教育サー

ビス、生徒募集方法の開発に注力してまいりました。それにより、８月までは生徒数は順調に推移し、

夏期講習募集も成功したものの、夏期講習を経て９月に入学する生徒数が計画を下回るところとなりま

した。 

この結果、売上高におきましては前回（平成22年８月４日）公表を下回る見込となりました。また、

売上高の減少に伴い営業利益及び経常利益も減少し、前述の特別損失の計上により当期純利益において

も前回（平成22年８月４日）公表を下回ることになりました。 

 

（個別業績予想の修正理由） 

   個別業績予想につきましては、連結業績予想に係わる内容と同一のため、記載を省略しております。 

 

 

(注) 上記の予想は本資料の発生日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 
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